
2.感染対策

2-2.個人防護具の着脱



●入所者・利用者を保護し職員を保護する両面がある

●また、様々な目的のために使用する

●使用にあたっては、合理的に目的にあった防護具を

交換のタイミングを考慮して使用する
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バイタル測定 ○

吸引・口腔ケア ○ ○ ○ ○

食事介助 ○ ○ ○ ○

おむつ交換 ○ ○ ○

入浴介助 ○ ○ ○

患者がマスクを着用していない場合は、ケア担当者がフェイスシールドを着用する
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エアロゾル発生手技とは、気道吸引、気管挿管、抜管などの手技をさす

感染者が畳を使用する場合や床に患者の体液等の飛散・接触がある場合は

レッドゾーン内での足袋の使用を検討する
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感染疑い ○ ○ ○ ○ ○ ○

検体運搬 ○ ○

レッドゾーン
入室

○ ○ ○ ○ ○ ○

エアロゾル
発生手技

○ ○ ○ ○ ○
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注意事項

①手袋は手に合うサイズを選ぶ

②腰ひもは後ろか横で結ぶ

③しゃがんだ時に（長袖ガウンやエプロン）の裾が床に
つかないように気を付ける

④ボールペンやPHSなどを持っていると無意識にガウン
の下から取り出してしまうのであらかじめ持たない
ようにする

⑤足袋は感染者が畳で生活している場合には使用する
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着る順番

①手指衛生
②長袖ガウン
エプロン

③マスク

④キャップ
フェイスシールド

⑤手袋

or
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チェック項目

①キャップから髪が出ていない

②フェイスシールドで目・顔を覆えている

③サージカルマスクは隙間なく着用できている

④手袋は長袖ガウンの袖を覆い隙間がない

※他の人や鏡を利用して確認する

全て着用できたら、作業中に肌が露出しないように着用でき
ているか確認する
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着用後のチェック
✓鼻と顎がしっかり覆えているか？
✓頬と顎に隙間はないか？
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動画でご確認下さい
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個人防護具は「着る」よりも

「脱ぐ」ときに注意が必要です

①手袋
②長袖ガウン
エプロン

③フェイス
シールド

④キャップ ⑤マスク

脱ぐときは防護具の表面(汚染面)にふれる可能性があるため

１つの防護具を脱ぐ度に「手指消毒」を行いましょう
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注意事項

① 個人防護具の表面は汚染しているので、表面に触れない

ように慎重に脱ぐ

②１つの防護具を脱ぐ度に手指消毒をおこなう

③ 最初に脱ぐのは手袋

④ 個人防護具は決められた場所で脱ぐ

⑤ ゴミ箱に適切に入れる

(はみ出して周囲の環境を汚染させない)
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動画でご確認下さい
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マスクの表面に手や顔が触れないように
慎重にヒモを引っ張って外す
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動画を視聴して下さい


